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1.　はじめに

ピアレビューは，ピア活動の一つである．ピア活動

では，学生による意見交換を活発化させるために，ま

ず意見を交換できる人間関係の構築や雰囲気作りが必

要であるが，人間関係の構築は容易ではなく，時間

的・労力的なコストがかかる．

ピア活動に ICT を利用して人間関係の形成を図り効

果を上げている先行研究がある（1）～（4）．しかし，これ

らの方法も，グループ数に見合う人数の TA の導入，

ピア活動のためのシステム開発と利用指導，あるい

はある程度の期間継続してピア活動を行う（慣れさせ

る）などシステム開発やピア活動進行にコストをかけ

ている．

本研究の目的は，低コストにピアレビュー活動を

実施する方法を開発することである．有効なピアレ

ビューのためには，一定の発言数の確保と，その発言

内容が率直なものであることが必要であり，発言数と

内容という二つの観点に注目してコストの低いピアレ

ビューの方法を提案する．

発言の数について，庄ら（5）は，設定した評価項目

について評価シートへ各レポートのレビューを記入さ

せ，それを交換する形式のピアレビューを実施し発言

数を確保した．この方法は，様子見・他者の発言待ち

などにかかる時間も排除できる．さらに，評価シート

のやりとりを，専用のシステムなどではなく，学生が

日常的に利用する電子メールで行えば，操作説明にか

かる労力も軽減できるだろう．

内容の点では，雑誌論文査読などにおいては，匿名

性の確保が客観的な評価に必須とされていることに

注目した．また，電子掲示板などの ICT ツールを利

用する匿名コミュニケーションは，他者に対する批判

的意見が活発にやりとりされる環境として知られてい

る．ICT を利用すれば，コミュニケーションの匿名化

を比較的容易に実現できる．匿名コミュニケーション

では，議論が散漫になりやすい，非抑制的な発言が発

生するなどの懸念もあるが，西村ら（6）が研究室内で

行った完全匿名と部分匿名によるチャットでのディス

カッション実験は，評価分析を行う議題においては完

全匿名のほうが発言の割合が高く，またある程度の権

限を持つ存在があることで，非抑制的発言が抑えられ

る可能性を示している．

しかし，ピアレビューという手法やその意義につ

いて理解が十分ではない大学初年次学生に，ピアレ

ビューの匿名化が率直な意見交換を促すかは確認され

ていない．

本研究は，大学初年次学生を実名群と匿名群に分

け，電子メールを利用して評価シートを交換すると
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